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共生社会の実現に向かう特別支援学校のセンター的機能の在り方 

～気軽に相談できる教育相談となる「笑顔と対話」～ 
   新潟県立佐渡特別支援学校     

校長 川沼 正憲      

１ はじめに 

当校は、佐渡島内唯一の特別支援学校である。主に

知的障害児を対象としているものの、肢体不自由、病

弱、情緒障害等を併せ有する児童生徒も通っている。 

遠くは旧小木町から１時間半かけてバス通学をする高

等部生がいたり、小中学部生は、保護者の送迎等が基

本でそれ相当の時間や労力をかけたりして旧新穂村ま

での登下校となっている。 

また併設されている新星学園（福祉型障害児入所

施設）があり、通学の関係や諸事情で利用している児

童生徒がいる。渡り廊下でつながっていて新星学園と

の連携も図っている。 

少子化の波は、佐渡地区も押し寄せ近年も統廃合

が続いている。そんな昨今、特別な支援が必要な児童

生徒数は右肩上がりに増えて特別支援教育にニーズは

高まっている。（右の表）当校の児童生徒数も高等部

３学年そろった平成 11年度は全校で 42名、25年後

の令和６年度は 83名と 25年で倍になっている。 

（下の表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐渡島内小中学校での特別支援学級の数・人数と

も増加傾向は同じで、担当する教師側の専門性を高め

ることが課題となっている。そこで当校では、もとも

との共生社会の実現に向けて実践の一つであるセン

ター的機能の在り方にについて、地域の各校での困り

感を特別支援学校に気軽に相談できるように実践して

きた「笑顔と対話」について述べる。  

２ 特別支援学校のセンター的機能について 

文科省が様々なガイドラインや報告書では以下の

ような機能が挙げられている。 

（１）専門的支援の提供：障害のある子どもへの

個別支援や指導を行う。 

（２）地域の学校支援：一般の学校へのコンサル 

テーションやアドバイスを行い、特別支援教 

育の充実を図る。 

（３）研修・啓発活動：教員や保護者への研修や 

説明会行い、特別支援教育に対する理解を 

深める。 

（４）情報の集約・発信：障害に関する情報や教 

育の事例を収集・発信し、地域の教育的ニー 

ズに応える。 

上の表は通級による指導を受けている児童生徒数と 

なっているが、これが通常学級在籍で発達障害と呼ば

れるＡＤＨＤ等、自閉症等の人数が増えてきているこ

とを示している。 

教育的ニーズのある児童生徒は増えて、対応する教

師の絶対数が足らず、専門性や経験不足のまま指導せ

ざるを得ないケースが多い。  

そこで当校では、共生社会の実現に向けて『笑顔と

対話』とともにセンター的機能の充実へ向けて上記の

（１）から（４）について取り組んできた。各校の困

り感があるときに「相談したいけど誰に、どうやって

相談すれば？」と保留のままのケースも多い。その際

に担当者や管理職が「特別支援の相談は、特別支援学

校へ聞けばいいんだ！」と選択されるようにする実践

を積み重ねてきた。 
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３ 具体的な実践の内容 

（１）「気軽に当校へ！」と告知・周知を図る 

 校長の挨拶の機会を告知の場とする 

佐渡地区では、佐渡市小学校長会、中学校長会主

催の春の総会・佐渡市内新任転入校長歓迎会が行わ

れた。県立の佐渡特別支援学校であるが、来賓とし

て招待され挨拶する機会に恵まれた。 

ここぞ！とばかり、「当校は県立の特別支援学校

ではありますが、佐渡島内の子どもたちが対象です。

どうぞ、各校の特別支援関連の困りごとは特別支援

学校の当校へ電話一本お寄せください。」と呼び掛

けた。 

佐渡市内の関連会議に校長として出席する機会も

多い。関連機関が連携を取って取り組まなければス

ムーズに進まないことも多く、その際に「笑顔と対

話」を意識して会議に臨んだ。ただ現状を非難して

改善を求めるのでなく、「今まで気づかなかったこ

とを一緒に対話して進めていきませんか！？」とい

うスタンスで努めて明るく、発言してきた。以下は

春からの出席した関連会議 

ア 就労・生活支援定例会議 

イ 地域自立支援協議会 

ウ 要保護児童対策協議会（要対協） 

エ 佐渡地区県立校長会議（高等学校） 

オ 地域の子育て支援者研修会 

カ 任意の教職員研修会 

ポイントは、明るく「笑顔と対話」を心掛けた。

そこには、安心と信頼がスムーズに推進されると実感

している。会議によっては、懇親会付きもあり、より

「笑顔と対話」が進み、相談者側のはじめの一歩が踏

み出しやすくなっていた。 

（２）困りごとを「喜んで！」受ける 

春から上記アからカを継続的に取り組んでいると６ 

月頃から特別支援関連の困りごとの依頼が電話で来る

ようになってきた。日程調整をして、一番最短で実施

できる日に設定した。それは、いち早く対応して良い

変容が見られると、次々と波及することを期待してで

ある。 

１件目の小学校低学年の学級の相談で、「学級崩

壊状態で学校としても困っています！」の相談に、受

ける側は「喜んで！」の気持ちを言動で表した。実際

の教室や児童の様子を見せてくださいとお願いして、

６月中に学校訪問をして、実態把握に努めた。子ども

たちは、お客さんに参観されると普段よりいい子にな

ることが多く、その日もみんなが頑張っていた。 

授業後、担任など校長先生を含め、実態としての

困り感を相手側に寄り添って傾聴した。担任の先生の

「言っていることが、通じなくて・・・」切ない心情

が読み取れた。その困り感を少しでも、専門性を発揮

し先生方の心を軽くするべく特別支援学校側は、大丈

夫です、喜んで相談に乗ります、と対応し、終わる頃

には困り果てている担任の先生に笑顔が見られた。 

以下の表は、令和６年度の春より本実践を取り組

むことで変化した、相談件数の推移である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

有り難いことに、夏休みを中心に以下のように依頼

を受けたり、研修会を主催したりした。 

ア 小学校低学年学級全体の指導 

イ 地域支援者向け愛着形成・障害の講演 

ウ 小学校発達障害等の校内研修講師 

エ 小学校発達障害等の校内研修講師 

オ 大学教授講演研修の主催 

カ 地域外部講師の校内研修の主催 

キ 中学校・高校のＣＯ研修の主催 

ク 中学校個別支援会議の参加 

ケ 中学校生徒指導主事部会の特支研修講師 

コ 佐渡地区特支研講師 

サ 中学校校内研修講師 

シ 高等学校１年全体の指導 

ス 中学校特別支援学級全体の指導 

セ 中学校特別支援学級１年の指導 

上記のアからサが６月のうちに依頼があって７月か

ら夏休み中に実施し、シからセは夏休み中の実績から

波及した効果と思われる。 

（３）コンサルテーションはニーズに合わせる 

上記の依頼としてくる困り感は、圧倒的に最近の

発達障害等からの集団不適応や不登校などの対応がほ
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とんどである。そのニーズに応えるためには、こちら

も適切で的確な情報を相手に伝え、相手が相談して良

かったと、実感しなければならない。 

そのために自己研鑽を積み、以下の情報を提供す

るようにした。 

ア 愛着形成・愛着障害からくる発達障害とは 

イ 脳機能の視点における発達障害の対応 

ウ 中卒・高卒後の進路指導 

エ 共生社会に向けた「笑顔と対話」 

特にアについては、自分自身が医師の講演に目か

らウロコが落ちる思いをし、その医師には、当時の勤

務校で同様の講演を依頼し、資料の提供をお願いし、

了解をいただいて活用している。また、イは脳機能の

視点で実践者としてのオンライン研修に参加し、これ

は医学でない、教授でもない、現場の実践者からくる

説得感に納得して、資料の二次利用のお願いをし、快

諾を得て活用している。一部を紹介する。 

 

 発達障害が生まれつきだけでなく、育つ環境で左右

されることの現実が資料とともに提示して説得力があ

るとともに、その対応には、諦めない！と呼び掛ける

と、先生方の共感を得た。   

 

 
このアとイに関しては、家庭環境による影響が大

きいことを示すとともに、支援者の適切な指導支援の

大切さも感じることができる。   

（２）のコにある佐渡地区特支研講師は、自ら志願し

て 80人を前に上記２つの資料を盛り込んで、２時間

の研修会を行った。途中合間合間に「笑顔と対話タイ

ム」として参加者同士の対話時間を設けた。研修を振

り返ってで、「同じ悩みを抱えていることが、対話の

中で分かって良かった。」「内容が盛りだくさんで、

一つずつもう少し時間をかけて聞きたい」などと寄せ

られた。 
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４ 成果と課題 

具体的な実践の成果として相談件数の増加は確認で

きた。ただ、センター的機能として、特別支援教育の

充実や特別支援教育に対する理解を深めるといったも

のを数値化することが難しいところである。  

ある先生から「相談がしやすくなった」「オープン

な雰囲気がありますよね」と肯定的な声を聞くとあり

がたい。 

また、コンサルテーションした学校の先生方から

「分からないことで、どうしたらよいか迷っていたけ

ど、こうすればいい！と道筋が分かると肩の力が抜け

て日々の指導支援にあたれそうです。」「参加して良

かったです。ありがとうございます。」と言っていた

だくということは、最大のセンター的機能の充実では

なかろうか。 

上記の肯定的評価をいただくには、実践の中でも触

れてきた「笑顔と対話」を中心とした特別支援学校側

の発信が不可欠である。顔の見える関係、信頼できる

関係には「笑顔と対話」をキャッチコピーに今後も推

進していきたい。 

今後の課題として、現場のニーズに応えられる特別

支援学校側の専門性も問われてくる。現在は、発達障

害についての対応が中心で、今後も新たな知見が出て

くる可能性もある。良かれと思っていたことが子ども

たちにとって悪影響になってはいけない。日々の業務

の中にトラブルは付きもので、そこをチャンスととら

え、「笑顔と対話」で前に進んでいく研修を続ける職

場環境でもありたい。 

５ おわりに 

特別支援教育の理念である共生社会の実現に向けて

「笑顔と対話」を核にセンター的機能について述べて

きた。以下の講演資料が当校の特色ある実践として掲

載し、今後もあきらめない覚悟である。

 

 

 

 

 

 


